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　ここ数日間というもの、ほとんど発掘の成果は上がっていません。この廃墟では、何も新しいものは見つけられていません。我々が初めて外扉を開け放った日と同様に、何もかも綺麗に片付いて落ち着いているように見えます。まだ足を踏み入れていない奥まった場所の存在を私は知っています。私には感じられるのです、これを書いている時でさえも、Dwemerの大がかりな機械が未だに私の足の下で稼動していることを。しかし、そこに至る道を私は見つけられないでいるのです。Edwinna様、こうして直ぐに成果が得られないからと言って、我々のことを諦めるべきではありません。この地下の何処かには素晴らしい発見が横たわっている、そう私は確信しているのです。
　およそ１世代前に〈壁ぬけ〉〔Passwall〕の極意が失われていなかったら、そう私は思います。その値の張る巻物が少しでも在れば、もう私は下層に立っていて本当に発見を成し遂げているところでしょうに。
　幾つか良い知らせが在ります。貴方が探していた、あの「Mzuleft」を見つけました。明らかに、「Mzuleft」というのは、Dagon Felの南に位置する、Dwemerの大きな廃墟を意味する固有名です。その近くの「Nchardahrk」という名の廃墟と取り違えないように気を付けて下さい。
　上層のDwemer製の蜘蛛形centurionの最後の１匹が遂に動かなくなって、研究のために分解されました。まだ連中が動いている間に調査できたらと思いますが、それは余りにも危険すぎます。
　我々が捕えてCyrodiilに送り返した蜘蛛形centurionに関して、奇妙な話を聞きました。私の雇い入れた船の船長が、不思議な話を書いて寄こしたのです。彼が言うには、Vvardenfellの周囲を航行する間には、その蜘蛛は幾度か危うく檻を押し通りそうになったのですが、いったんSea of Ghostsを離れると、そのcenturionは突然に動かなくなってしまったのです。次に起こったことから、私の思っていたよりも彼に機知の具わっていることが分かります。彼は船に旋回を命じて、そして、またもやVvardenfellに近づいていくと、そのcenturionは本当に突然に動き始めたのです。これは興味ぶかい現象であり、まさしく更なる調査に値するものであります。
　貴方のしもべ
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